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１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

（１）連結経営成績（累計）

23年3月期第1四半期

22年3月期第1四半期

円 銭 円 銭　

23年3月期第1四半期

22年3月期第1四半期

平成23年３月期　第１四半期決算短信 〔日本基準〕　 （連結）
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上 場 会 社 名

コ ー ド 番 号 9034

代 表 者

　　　　百万円　　　％

問 合 せ 先 責 任 者

四半期報告書提出予定日

（％表示は対前年同四半期増減率）

営　業　収　入 営　業　利　益 経　常　利　益 四 半 期 純 利 益
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四半期純利益
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１株当たり

四半期純利益
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　　2,612 （ △12.2 ）

　　2,975 （ △16.5 ）

29

36

64

（２）連結財政状態

23年3月期第1四半期

22 年 ３ 月 期

（参考）　自己資本　23年３月期第１四半期　11,906百万円　　22年３月期　11,811百万円

２．配当の状況

22 年 ３ 月 期

23 年 ３ 月 期

23 年 ３ 月 期
（ 予 想 ）

（注）当四半期における配当予想の修正有無　　有　・　無

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

第２四半期(累計) ( ) ( ) ( ) )

通 期 ( ) ( ) ( ) )

（注）当四半期における業績予想の修正有無　　有　・　無

総　 資　 産 純　 資　 産 自己資本比率 １株当たり純資産
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営　業　収　入 営　業　利　益 経　常　利　益 当 期 純 利 益
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△22.3 406 ( 6.2 81 46
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１株当たり
当期純利益

合　　計



４．その他（詳細は、【添付資料】Ｐ．２「その他の情報」をご覧ください。）

（１）当四半期における重要な子会社の異動　有　・　無

　　新規　　―　社、除外　―　社

　（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用　有　・　無

　（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　　①会計基準等の改正に伴う変更 有　・　無

　　② ①以外の変更 有　・　無

　（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の

　　　原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

（４）発行済株式数（普通株式）

　　①期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 　5,000,000株 22年３月期 　5,000,000株

　　②期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 　　 11,454株 22年３月期 　　 10,512株

　　③期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 　4,988,970株 22年３月期１Ｑ 　4,990,388株

※ 四半期レビュー手続きの実施状況に関する表示

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続きは終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関す

る定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期におけるわが国の経済は、ギリシャ発の金融危機に端を発した欧州諸国の財政危機問題等を背景に、株価

下落や円高及びデフレの進行などによる景気回復への影響が懸念される中、依然として先行き不透明感を払拭できない状

　態で推移しました。

物流業界におきましては、中国などアジア関連の国際貨物輸送に持ち直しの動きが見られましたが、長引く景気低迷に

よる企業の生産調整や設備投資及び個人消費の回復が遅れていることなどから、国内貨物輸送量は引続き減少傾向となり

ました。また、原油価格は再上昇の動きを見せつつあり、激化する企業間競争や顧客のコスト削減による低運賃・低価格

　化とあいまって、引続き厳しい環境でありました。

このような経営環境の下で当社グループは、お客様の立場に立ったより良い物流サービスを提案、提供し、既存顧客と

の取引拡大と新規顧客の開拓を積極的に推進するとともに、コスト削減のため輸送の効率化と経費節減にも積極的に取組

　んでまいりました。

しかしながら、長引く景気低迷による既存顧客の物流量減少や、不動産稼働率の低下及び一部子会社労働者派遣事業に

おける主力顧客契約終了などが影響し、当第１四半期連結会計期間の営業収入は26億1千2百万円（前年同四半期比12.2％

減）、不動産稼働率の低下等から営業利益は3億2百万円（前年同四半期比10.5％減）、経常利益は2億8千4百万円（前

　年同四半期比8.4％減）、四半期純利益は1億4千7百万円（前年同四半期比19.1％減）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5.3％増加し、3,870百万円となりました。これは、現金及び預金が143百万円

増加したことが要因であり、運転資金の借入等によるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.4％減

少し、21,251百万円となりました。これは有形固定資産が79百万円減少したことが要因であり、資産減価償却によるもの

　であります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.6％増加し、5,298百万円となりました。これは、短期借入金が153百万円増加

したことなどによります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.6％減少し、7,916百万円となりました。これは長期

　借入金が163百万円減少したことが要因であり、返済による減少であります。

　　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて7百万円増加し13,214百万円になりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.8％増加し、11,906百万円となりました。これは、主に利益剰余金が97百万

　円増加したことなどによります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

業績は、ほぼ予想どおり推移しており、その他に財政状況及び経営成績に重要な影響を与えた事象もないため、平成22年

　５月14日発表の通期連結業績予想について変更はありません。

２．その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

《簡便な会計処理》

　①固定資産の減価償却費の算定方法

　　　固定資産の年度中の取得等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法によっております。
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　②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっており

　　ます。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に著し

い変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測などを利用する方法によっておりま

　　す。

《特有の会計処理》

　　該当事項はありません。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

　①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しており

　　ます。

これにより、営業利益、経常利益は310千円、税金等調整前四半期純利益は4,263千円減少しております。また、当会計

　　基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は23,251千円であります。

　②表示方法の変更

　（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一部を

改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主

　　損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,323,316 2,179,383

受取手形及び営業未収金 1,346,161 1,287,763

その他 204,727 214,025

貸倒引当金 △3,985 △5,997

流動資産合計 3,870,220 3,675,173

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,014,615 7,074,676

土地 12,902,821 12,902,821

その他（純額） 353,699 373,547

有形固定資産合計 20,271,135 20,351,044

無形固定資産 114,148 120,834

投資その他の資産   

投資有価証券 197,823 201,250

繰延税金資産 495,838 498,624

その他 196,344 196,334

貸倒引当金 △24,252 △24,486

投資その他の資産合計 865,754 871,723

固定資産合計 21,251,038 21,343,602

資産合計 25,121,258 25,018,775

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 386,270 420,830

短期借入金 2,928,550 2,775,180

1年内返済予定の長期借入金 810,706 879,717

未払法人税等 182,176 156,341

賞与引当金 65,004 146,802

役員賞与引当金 4,000 19,150

その他 921,502 764,803

流動負債合計 5,298,209 5,162,824

固定負債   

長期借入金 6,506,787 6,669,899

退職給付引当金 375,332 367,248

役員退職慰労引当金 229,895 223,760

その他 804,375 783,712

固定負債合計 7,916,390 8,044,620

負債合計 13,214,599 13,207,444
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 538,500 538,500

資本剰余金 497,585 497,585

利益剰余金 10,851,778 10,753,809

自己株式 △9,039 △8,559

株主資本合計 11,878,824 11,781,335

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 27,724 29,884

評価・換算差額等合計 27,724 29,884

少数株主持分 110 111

純資産合計 11,906,659 11,811,331

負債純資産合計 25,121,258 25,018,775
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年６月30日) 

営業収入 2,975,648 2,612,815

営業支出 2,486,384 2,164,298

営業総利益 489,264 448,516

一般管理費   

役員報酬及び給料手当 71,958 70,826

賞与引当金繰入額 4,680 5,560

役員賞与引当金繰入額 4,787 4,000

役員退職慰労引当金繰入額 6,360 6,135

その他 63,814 59,794

販売費及び一般管理費合計 151,601 146,315

営業利益 337,663 302,201

営業外収益   

受取利息 906 550

保険配当金 1,382 3,170

助成金収入 15,692 15,184

その他 2,448 4,584

営業外収益合計 20,430 23,490

営業外費用   

支払利息 47,759 41,504

営業外費用合計 47,759 41,504

経常利益 310,333 284,187

特別利益   

貸倒引当金戻入額 940 2,247

特別利益合計 940 2,247

特別損失   

貸倒引当金繰入額 20 －

投資有価証券評価損 － 192

ゴルフ会員権評価損 100 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,953

特別損失合計 120 4,145

税金等調整前四半期純利益 311,154 282,289

法人税、住民税及び事業税 148,040 173,515

法人税等調整額 △19,562 △39,090

法人税等合計 128,477 134,424

少数株主損益調整前四半期純利益 － 147,864

少数株主利益 0 0

四半期純利益 182,676 147,863
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（３）継続企業の前提に関する注記

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年６月30日）

　該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動のあった場合の注記

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年６月30日）

　該当事項はありません。
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